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  １．開  会 

○事務局（家山道民生活課長） 皆さん、おはようございます。 

 本日は、お忙しいところ、お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

 私は、北海道環境生活部くらし安全局道民生活課長の家山と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 それでは、本日の懇談会を始めさせていただきます。 

 

  ２．挨  拶 

○事務局（家山道民生活課長） 初めに、くらし安全局長の髙木から、開会に当たりまし

て挨拶を申し上げます。 

○髙木くらし安全局長 環境生活部くらし安全局長の髙木でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 北海道犯罪被害者等支援施策推進懇談会の開会に当たりまして、一言、ご挨拶を申し上

げます。 

 本日は、大変お忙しい中、本懇談会にご出席をいただき、誠にありがとうございます。 

 また、日頃から、犯罪被害者等支援の推進にご理解、ご協力をいただいておりますこと

を重ねて感謝を申し上げます。 

 さて、道では、令和３年に策定いたしました第４次北海道犯罪被害者等支援基本計画の

下、犯罪被害者等を社会全体で支えるため、本日お集まりの皆様をはじめ、関係機関等の

方々と連携を図りながら、道民や事業者の皆様の理解を深めるためのフォーラム、それか

ら、道・市町村職員に対する研修を開催するなど、様々な取組を進めているところでござ

います。 

 また、今年度からは、道が総合的な対応窓口となる多機関ワンストップサービスを開始

する予定となっておりますが、本サービスは、犯罪被害者等の多岐にわたるニーズに対し

て、複数の関係機関が連携して支援を行うものでありますことから、皆様のご協力をこの

場をお借りしてお願い申し上げます。 

 本日の懇談会では、この後、基本計画の推進状況についてお示しすることとなっており

まして、今後の計画の推進などに関し、皆様から忌憚のないご意見を頂戴いたしたく存じ

ます。 

 また、現行の基本計画の期間が今年度で最終年度を迎えますことから、計画改定に係る

今後のスケジュールなどにつきましてもご説明する予定となっております。 

 最後になりますが、本日ご出席の皆様には、引き続き、本道の犯罪被害者等支援に対し

まして、ご理解とご協力を賜りますようお願いを申し上げ、開会に当たっての挨拶に代え

させていただきます。 

 本日は、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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○事務局（家山道民生活課長） それでは、議事に入ります前に、本日ご出席の皆様をご

紹介いたします。 

 皆様におかれましては、それぞれの立場で犯罪被害者等支援に関わっておられますが、

自己紹介と併せて犯罪被害者等支援について、一言、いただきたいと存じます。 

 まず、出席者名簿の順にお願いいたします。 

 初めに、公益社団法人北海道家庭生活総合カウンセリングセンターの高山一枝室長です。 

○北海道家庭生活総合カウンセリングセンター北海道被害者相談室（高山室長） 皆さん、

おはようございます。 

 北海道被害者相談室の高山と申します。 

 私どもの犯罪被害者支援に対しまして、皆様からの日頃のご支援、ご協力に対しまして、

この場をお借りして感謝を申し上げたいと思います。 

 昨年、私ども北海道被害者相談室の受理件数は１，１４０件ほどありましたが、その中

の支援内容といたしましても多種多様で、一つの機関だけではとても対応し切れない事案

などもありました。その中でも一番感じましたのは、被害者ご遺族の方が抱える突然の葬

儀費用、片づけ費用、参加費用といったような突然の出費に対応することが経済的に非常

に困難であるという状況がありました。いろいろな行政機関の支援サービス、例えば、札

幌市では犯罪被害者等支援制度というものがありますけれども、全ての市町村にそういう

ものがあるわけではないので、札幌で被害を受けた被害者の方のご遺族は地方に住んでい

るということで、このご遺族の方は札幌市の支援金が該当しなかったということがありま

した。この被害者の方が悲しみを胸に秘めて金策に翻弄される様子を目の当たりにしまし

て、道民であればどこでも同じような支援が受けられる対策をぜひ今後考えていただけれ

ばと思っております。 

 以上でございます。 

○事務局（家山道民生活課長） 続きまして、北海道交通事故被害者の会の内藤裕次副代

表でございますが、本日は、急遽、ご欠席をされるというご連絡をいただいております。 

 続きまして、北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会の山田廣委員長です。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田委員長） 山田です。 

 ７月２７日の道新の記事にもなったところですけれども、２年前の１１月に手稲区で幼

稚園帰りの父親と手をつないでいた４歳の女の子が、坂の上から不正改造された車のタイ

ヤが外れて転がってきて直撃しまして意識不明の重体となりました。問題なのが、その車

が任意保険に入っていないのです。恐らく、介護費用が数億円かかると思うのですが、誰

が負担するのかというと、誰もいない、とても気の毒な状況なのです。 

 故意犯の場合は犯罪被害者等給付金という制度があるのですが、交通事故は過失になり

ます。そして、この犯給法自体にも、金額とか、申し出から支給されるまでの期間が長過

ぎるなど、まだまだ問題があります。 

 たまたま犯罪に遭われた被害者が経済的に困窮するということは理不尽極まりないこと
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です。国が補償金を一時的に立て替えるなど、抜本的な施策しかないのです。明石市は、

被害者から譲渡を受けた賠償請求権の範囲で市が立て替えるということを条例でやってお

ります。しかし、国レベルではまだです。これでは、犯罪被害者は救われません。 

 今日は、よろしくお願いいたします。 

○事務局（家山道民生活課長） 続きまして、一般社団法人北海道臨床心理士会の橋本幸

子理事です。 

○北海道臨床心理士会（橋本理事） 北海道臨床心理士会理事の橋本と申します。よろし

くお願いいたします。 

 北海道臨床心理士会は、臨床心理士、そして、資格が制定されてからは公認心理師の所

属する心理専門職の職能団体になります。 

 私どもは、主に５領域と言われますが、医療領域、教育領域、福祉領域、司法領域、そ

して、産業領域で、それぞれ心理専門職として従事しております。 

 私自身は、長く医療の場におりまして、現在は、施設領域と言ったりもしますが、いわ

ゆる開業のカウンセリングルームで、主にトラウマに特化した心理療法を提供しています。 

 本日は、そういった関係から、こちらに代表として来させていただきました。 

 犯罪被害者支援に関しましては、北海道臨床心理士会では、弁護士会の被害者支援の先

生たちとともに、勉強会、あるいは、昨年度は、被害者支援をテーマに大きな研修を行い

まして、警察の方、弁護士の方、また、東大の先生たちに来ていただきました。 

 私どもがスクールカウンセラーや、福祉で支援している立場で接しているクライアント

がいつ被害に遭われるかは分からないので、会員一同、常に研さんを積んでいる状況でご

ざいます。 

 被害者支援に関しましては、その被害自体のトラウマ、傷に加えて、２次被害といいま

すか、捜査あるいは裁判といったプロセスの中でさらに傷つくということもよく耳にして

おります。札幌市あるいは北海道警察から被害者支援に関して心理療法の助成が少し出る

ようになって、そういったものを利用される方もいらっしゃいますが、まだまだ数として

はとても少なく、届いていないのではないかと思うことが多いです。 

 本団体としても、被害者支援に関して協力・連携できたらありがたく思っております。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（家山道民生活課長） 続きまして、札幌高等検察庁犯罪被害者等支援対策室の

木屋秀隆公安事務課長です。 

○札幌高等検察庁犯罪被害者等支援対策室（木屋公安事務課長） 札幌高等検察庁被害者

等支援対策室の木屋でございます。 

 私は、支援対策室の事務を担当させていただいている者でございます。検察庁における

犯罪被害者支援につきましては、事件に関係するというところはあるのですけれども、被

害者の方あるいは被害者ご家族の方が裁判に参加したい場合のご対応、加害者の状況を通

知する犯罪被害者等通知制度、事件記録をご覧になりたいといった場合の対応、被害回復
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給付金支給制度の関係の対応などをしているところでございます。 

 また、札幌高等検察庁としましては、管内４地検、函館地方検察庁、旭川地方検察庁、

釧路地方検察庁、そして、札幌地方検察庁があるのですけれども、こちらに対する現状の

犯罪被害者支援の施策など、いろいろな施策の進み具合を各検察庁にフィードバックした

りということで、より被害者施策が進むよう、みんなで勉強する機会も設けているところ

でございます。 

 今後は、いわゆる途切れない犯罪被害者等支援を推し進めていくに当たりまして、北海

道をはじめ、関係機関の皆様と連携・協力して適切な対応を行っていきたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（家山道民生活課長） 最後に、北海道警察本部警務部警務課犯罪被害者支援室

の鎌田崇亨室長です。 

○北海道警察本部警務部警務課犯罪被害者支援室（鎌田室長） お疲れさまです。 

 警察本部被害者支援室長の鎌田でございます。 

 日頃から、大変お世話になりまして、ありがとうございます。 

 被害者の置かれた状況に応じた支援を真剣に考えたときに、単一の機関、私ども警察だ

け、どこかだけということではなく、連携・協力させていただいていることが非常に重要

だということを実感しているところでございます。 

 日頃より、本当にありがとうございます。 

 冒頭、くらし安全局長からも、本年度は多機関ワンストップサービスの運用に向けた準

備を進めているという話をいただきましたが、これにつきましては、道民生活課の方々が

中核となりまして、本当に様々な準備をしていただいているところでございます。深く御

礼を申し上げますとともに、やはり、これは道民生活課だけという話ではなくて、ここに

いる我々も含めまして、全体でどうにかバックアップ支援して、みんなでつくり上げるこ

とが大事かと考えております。引き続き、連携のほどをよろしくお願い申し上げます。 

 私からは以上でございます。 

○事務局（家山道民生活課長） ありがとうございました。 

 なお、本日は、一般社団法人北海道医師会の目黒順一常任理事、札幌国際大学の鈴木憲

治教授、北海道市長会の京野尚参事、北海道町村会の大田脩平主事におかれましては、ご

都合により、ご欠席となっておりますので、ご報告をさせていただきます。 

 それでは、皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 次に、本日お配りしております資料の確認をさせていただきます。 

 全部で６種類ございます。 

 まず、次第、出席者名簿、配席図、資料１の令和７年度（２０２５年度）第４次北海道

犯罪被害者等支援基本計画推進状況（案）、資料２の第４次北海道犯罪被害者等支援基本

計画の概要、それから、参考といたしまして、この懇談会の開催要領をご用意させていた
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だいております。 

 足りないものがございましたら、お知らせいただければと存じます。 

 

  ３．議  事 

○事務局（家山道民生活課長） それでは、議事に入らせていただきます。 

 議事（１）第４次北海道犯罪被害者等支援基本計画の進捗状況について、事務局からご

説明をさせていただきます。 

 なお、この計画につきましては、北海道警察本部の事業もございますので、事務局から

説明をした後、本日お越しいただいております鎌田室長からもご説明をいただきたいと存

じますので、よろしくお願いいたします。 

 初めに、事務局から説明をお願いします。 

○事務局（斉藤主幹） 事務局からご説明を申し上げたいと思います。 

 私は、道庁の道民生活課の斉藤と申します。今日はよろしくお願いいたします。 

 推進状況についてですが、時間の都合もございますので、今日は主なものを説明させて

いただきたいと思います。 

 まず、１ページの重点課題第１の総合的推進体制の整備、施策名の１の相談及び情報提

供体制の充実、（１）北海道被害者相談室の機能向上、各種情報の道民等への周知です。 

 道の犯罪被害者等の総合相談窓口の運営につきましては、北海道家庭生活総合カウンセ

リングセンターに委託して実施しているところです。 

 令和６年度の相談件数は、先ほど高山室長からもお話がありましたとおり、１，１４３

件となっております。 

 続きまして、（２）性犯罪、性暴力被害者への相談対応、情報提供の充実です。 

 道が設置している性暴力被害者支援センター北海道、通称ＳＡＣＲＡＣＨは、電話やメ

ール、ＳＮＳを使って相談の受付をしております。 

 ５ページの中段をご覧ください。 

 （４）学校における相談体制、情報提供の充実についてです。 

 ①ですが、北海道いじめ問題対策連絡協議会などで施策や取組の協議を行っております。

②には、全道の１，２９１校にスクールカウンセラーを配置し、相談体制を行っているこ

と、６ページの③には、子ども相談支援センターでの相談や情報提供も実施していること

が書かれています。 

 ９ページをご覧ください。 

 （６）の関係機関・団体等との連携による情報提供の充実です。 

 一番下の③ですが、医療情報ネットによる医療機能情報提供という取組を行っておりま

す。１０ページの⑤ですが、弁護士会との連携ということで、札幌弁護士会の無料相談電

話の周知のほか、道と協働して無料相談会を行うなどの取組を行っているところです。 

 次に、施策名の２の支援充実のための人材育成です。 
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 １２ページをご覧ください。 

 （３）職員等に対する研修の充実等ですが、知事部局、道の警察本部、道の教育委員会

の職員等を対象にした研修会を開催しております。また、市町村や関係団体で支援に携わ

る職員の方々にもご参加いただいております。昨年度は、オンライン開催をいたしまして、

参加者は９６名となっております。 

 去年の講座の講師として、本日お越しいただいている高山室長に協力していただいて、

お話しいただいたところです。 

 高山室長、ありがとうございました。 

 続きまして、（５）誹謗中傷等を行わないための啓発活動の充実です。 

 インターネット利用の啓発活動や情報モラルに関する教育の充実ということで、インタ

ーネットを使うに当たって留意をするよう呼びかけるポスターを昨年度に作成し、配付し

ているところです。 

 続きまして、施策名の３の市町村・民間団体への支援等ですが、１６ページをご覧くだ

さい。 

 ２段目の（８）地域包括支援センターによる支援ですが、高齢者虐待の対応、支援の展

開、虐待防止のための体制づくり等の研修として、市町村や地域包括支援センター、介護

保険施設を対象とした研修会を実施しているところです。 

 １７ページをご覧ください。 

 （９）障がい福祉サービス事業所等への支援です。 

 障がい者虐待に関する専門人材の育成を目指し、障がい者虐待への対応や支援の展開、

虐待防止のための体制づくり等の研修会を実施しております。 

 続きまして、重点課題第２の損害回復・経済的支援等への取組の施策名の１の損害賠償

の請求についての援助等の（３）自賠責保険支払いの適正化の周知です。 

 北海道で設置しております交通事故相談所におきまして、自賠責保険等に関する相談な

どを行っておりまして、昨年度の相談実績につきましては２５５件となっております。 

 次に、１９ページの施策名の２の経済的負担の軽減の（２）性犯罪・性暴力被害者の医

療費の負担軽減です。 

 性犯罪被害者の医療経費の公費支出は警察で行っておりますので、同様の内容になるの

ですけれども、様々な事情をお持ちで警察に相談できないような被害者の方々のセーフテ

ィーネットとして、北海道でも道警と同じような性暴力被害の医療費の公費負担を実施し

ているところです。 

 次に、２０ページの施策名の３の居住の安定の（１）道営住宅等への優先入居等です。 

 道営住宅に入居していただくとき、犯罪被害者等の方につきましては、一般のお申込み

の方よりも当選率を引き上げる配慮をさせていただいております。 

 また、犯罪被害者等の入居を拒まない賃貸住宅は、住宅確保要配慮者円滑入居賃貸住宅

登録制度を使って登録されているところです。 
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 なお、要配慮者の入居に当たっては、相談などに対応するため、家賃の債務保証や賃貸

住宅への円滑な入居に係る情報提供、生活支援などを行う法人を指定して、相談等に当た

っているところです。 

 続きまして、（２）被害直後及び中期的な居住場所の確保です。 

 各児童相談所で一時保護などを行っているものの、それぞれの児童の実情に合わせて、

児童福祉施設などで一時保護委託を実施しております。また、女性相談支援センターでも

一時保護等を行っております。夜間や休日のＤＶの相談対応ということで、委託で対応し

ているところです。 

 ２３ページをご覧ください。 

 重点課題第３の精神的・身体的被害の回復・防止への取組の施策名の１の保健医療・福

祉サービスの提供の（１）障がいを負われた人への支援です。 

 交通事故による重度の後遺障がい者に対する医療費の充実等の周知ということで、独立

行政法人自動車事故対策機構が行う重度後遺障がい者に対する介護料の支給等の制度を、

交通安全緑書や北海道のホームページを活用しながら紹介させていただいております。 

 次に、２４ページの（２）性犯罪・性暴力被害者への支援の②医療機関における性暴力

被害者への対応体制の整備ですが、先ほどもお話しさせていただきました北海道が設置し

ておりますＳＡＣＲＡＣＨの協力病院の医療関係者を対象にした研修を実施して、支援の

拡充をしております。 

 また、次の２５ページには、緊急避妊に係る診療が可能な産婦人科医療機関一覧を作成

して公表することによって、各関係機関で情報共有を行って、相談対応を行っております。 

 続きまして、（３）少年被害者への支援です。 

 児童相談所の夜間・休日における連絡体制の強化として、相談対応の充実のために一時

保護協力員を配置し、時間の延長などに対応しております。 

 そのほか、児童家庭支援センターが全道８か所にございますけれども、そちらで地域相

談支援を行っているほか、市町村を対象とした児童虐待に対する専門研修を行っておりま

す。 

 ２８ページをご覧ください。 

 施策名の２の安全の確保の（１）再被害の防止に向けた取組の推進の④ですが、配偶者

からの暴力（ＤＶ）、人身取引及び児童虐待の被害者の保護等に関する関係機関による連

絡会議等を実施しております。 

 また、道教委の取組ということで、児童生徒の健全育成を図るため、学校教育指導や各

種会議等を通して、警察や児童相談所等の関係機関との連携の在り方について、指導・助

言等を行っているところです。 

 次の３０ページをご覧ください。 

 （２）配偶者からの暴力、児童虐待、高齢者虐待、障がい者虐待からの保護です。 

 一時保護に当たっては、例えば、同伴する児童の保育支援や学習機会の確保、それぞれ



- 8 - 

 

の児童の状況に応じた支援の充実、児童の保護が必要な場合は、児童相談所で一時保護を

実施するなど、関係機関が連携して支援に当たっているところです。 

 ３９ページをご覧ください。 

 重点課題第４の刑事手続への関与拡充への取組、施策名の１の刑事に関する手続への参

加の機会を拡充するための制度の整備等、（１）日本司法支援センターとの連携と道民へ

の周知ですが、法テラスの犯罪被害者支援ダイヤルや地方事務所の連絡先を各種リーフレ

ットや道のホームページで紹介するなど、連携を図っているところです。 

 ４２ページをご覧ください。 

 次に、重点課題第５の道民及び事業者の理解増進等の施策名の１の道民の理解の増進の

（１）道民に対する普及啓発の推進の①ですが、１１月２５日から１２月１日の犯罪被害

者週間に、被害者支援団体等との関係機関と連携した街頭キャンペーン、広報啓発活動を

実施しております。 

 昨年度は、カウンセリングセンター、道警と連携し、検察庁、弁護士会の方々にもご参

加いただきまして、１１月２５日にサッポロファクトリーで啓発活動を実施しております。 

 そのほか、先ほども少しお話しさせていただきましたが、北海道弁護士会連合会のご協

力をいただきまして、無料相談会を開催しております。 

 次のページの中段をご覧ください。 

 北海道犯罪被害者等支援フォーラムを道警と連携して開催しており、昨年度は１２月１

６日にオンライン開催で、８７名が参加しております。 

 私からの説明は以上です。 

○北海道警察本部警務部警務課犯罪被害者支援室（鎌田室長） それでは、ご説明申し上

げます。 

 警察本部におきましても７０を超える施策について関与しておりますが、お手元の資料

の記載のとおりでありますので、本日は、情勢を踏まえて、主なもの２点をご説明申し上

げます。 

 ６ページをご覧ください。 

 （５）犯罪被害者等への支援に関する情報提供の充実でございますが、例年、警察本部

におきましては、被害者の手引やリーフレットを被害者の方々にお配りして、必要な制度

を教示しているところでございます。現在、警察で運用しておりますのは、この２冊でご

ざいます。 

 なお、本日、チラシを１枚お配りさせていただいておりますが、こういった紙媒体のリ

ーフレットにとどまらず、このたび「ギュっとチャンネル」というポータルサイトを新設

しております。 

 ご案内済みの方、ご承知の方もいらっしゃると思いますが、概要についてご説明を申し

上げます。 

 チラシをご覧ください。 
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 これは、スマホやパソコンなどから「ギュっとチャンネル」と検索すれば、すぐに出て

きます。 

 主な情報は、こんなときは？で、被害種別や困り事別に検索できまして、その困り事や

被害に遭った罪種などを選択すれば、必要な情報に遷移するというようなつくりになって

おります。 

 また、「あなたの街の支援」というページでは、日本の地図がございまして、北海道を

選択しますと、お住まいの自治体において受けられる支援が表示されるようになっており

ます。札幌市などは非常に支援が充実しておりますが、いわゆる特化条例がないようなま

ちについては支援が薄いということで、その違いが非常によく分かってしまうというよう

な状況でございます。 

 あとは、各機関・団体の支援のページにスムーズに入れるようなつくりになっています。 

 最後に、右下の支援者向けの研修教材ということで、被害に遭った方たちだけではなく、

そういった方を支援する様々な方々が様々な情報に接するようなコーナーがありまして、

現在、これの普及を進めているところでございます。 

 なお、一部報道が先行してありましたが、現在、警察庁では、被害者の手引に代わる被

害者手帳というものを導入する予定で、国の事業として行う予定でございます。被害に遭

われた方が何度も同じ説明をしなければいけない、経過などをまた一から説明しなければ

いけないことによる２次負担がありますけれども、そういったことを廃するという目的も

含めまして、被害者の方やそのご家族の方に支援や困り事の経過を記録していただくよう

な、お薬手帳に似ているのですけれども、被害者手帳というものを導入する予定です。こ

れについては、どうせつくるならいいものをということで、現在作成を進めているところ

でございます。 

 ２点目についてご説明申し上げます。 

 １９ページをご覧ください。 

 施策名の２の経済的負担の軽減の（１）犯罪被害給付制度の適正かつ効果的な運用でご

ざいます。 

 本会の冒頭に山田先生からもご指摘がございましたが、犯罪被害給付制度については、

故意の犯罪行為に対する国の制度でございまして、様々な課題があるとされておりました。

ご案内のとおり、一昨年の令和５年に国の犯罪被害者等施策推進会議におきまして、被害

者施策の一層の推進についてという５本の施策の推進が明示されたところのその一つ目に

犯罪被害給付制度の抜本的強化が示されたところでございます。昨年６月から制度が少し

変わりまして、要は、被害者のために金額も増えるし、支給時期も早めるというような内

容でございます。 

 金額につきましては、遺族給付金、重傷病給付金、障害給付金という３種類がございま

すが、特に遺族給付金に関しましては、亡くなられた身近な方に関する加算がされまして、

給付額を一律上げるという、例えば、３００万円しかもらえない方がいたというのが現実
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だったのですけれども、それを少なくとも１，０００万円まで上げるという、簡単に申し

ますと、そういうことができるような加算額などを設けたというものでございます。 

 なお、給付の迅速化につきましては、これは裁定ということで、裁判の経過を見ること

も絡みまして、なかなか遅かったのですけれども、もともとあります仮給付ができるとい

う制度を有効に活用しようと考えておりまして、現在、道警察におきましても、裁定がま

だできない案件についても、仮給付ということで、半額または３分の１など、少なくとも

早く被害者の方のお手元に届けようということで、この仮給付を行うことを積極的に進め

ているところでございます。 

 道警察からは以上でございます。 

○事務局（家山道民生活課長） ただいまのご説明につきまして、ご質問、ご意見等がご

ざいましたらお願いいたします。 

○北海道家庭生活総合カウンセリングセンター北海道被害者相談室（高山室長） 鎌田室

長にお尋ねしたいのですが、今の仮給付の件は、時間的にはどのぐらいで出るのでしょう

か。 

○北海道警察本部警務部警務課犯罪被害者支援室（鎌田室長） これも様々ですけれども、 

申請から１か月または２か月以内で出せるケースがございますけれども、全てのケースが

そうではないという状況でございます。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田委員長） 今の仮給付は、運用の改

善ということですか。 

○北海道警察本部警務部警務課犯罪被害者支援室（鎌田室長） 仮給付に関しましては、

制度の促進ということで、もともとあったものをよりやっていこうという考え方で、制度

上の仕組みが何か変わったわけではないです。ただ、裁定における加算などについては制

度そのものが変わりまして、もともとなかった加算額というものが新たに設けられたとい

うことです。 

○事務局（家山道民生活課長） ほかに何かございませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○事務局（家山道民生活課長） ないようですので、次に進めさせていただきます。 

 続いて、（２）第四次北海道犯罪被害者等支援基本計画の見直しについて、事務局から

説明をさせていただきます。 

○事務局（斉藤主幹） 説明させていただきます。 

 先ほどの局長の挨拶にもありましたとおり、第４次北海道犯罪被害者等支援基本計画の

計画期間が今年度で最終年度を迎えることから、今後、当懇談会において、ご意見などを

お伺いしたいと考えております。 

 本日は、皆さん、ご承知のことと思いますが、資料２にございますとおり、第４次北海

道犯罪被害者等支援基本計画の概要ということで、まず、現在の基本計画について、簡単

にご説明させていただきたいと思います。 
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 資料をご覧ください。 

 まず、Ⅰの基本的な考え方でございます。 

 第１の計画策定の趣旨として、表にありますとおり、これまでの国と道の基本計画の流

れ、あるいは、平成３０年度に北海道の条例が制定されたなど、これまでの経過を記載し

ております。 

 第３の計画の期間として、令和３年度からおおむね５年間、計画期間であっても必要に

応じて見直しを行うとなっております。 

 第４の基本方針として、①犯罪被害者等の尊厳を尊重した支援、②犯罪被害者等が置か

れている状況等に応じた適切な支援、③犯罪被害者等の状況の変化に応じた途切れること

のない支援と、三つの方針を掲げております。 

 第５の推進体制ですが、こちらは北海道犯罪被害者等支援庁内連絡会議及び北海道犯罪

被害者等支援施策推進懇談会、今回の懇談会において、毎年度、施策の実施状況を取りま

とめ、必要に応じて改善を図りながら、計画を効果的・効率的に推進してまいります。 

 次に、Ⅱの犯罪被害者等の現状として、第１の犯罪の状況では、第４次の計画策定当時

の状況として、刑法犯の認知件数や、特殊詐欺、交通事故死などを記載しております。 

 第２の犯罪被害者等への支援の取組は、第４次の計画の話の前に第三次基本計画策定後

の取組として、国では、経済的支援制度の拡充、証人を保護するための制度の拡充が行わ

れ、道では、性暴力被害の支援のための窓口の拡充や医療費の公費負担制度の創設、人材

育成のための検証を通じた相談体制の充実などの取組について、新たに計画に盛り込んで

おります。 

 ２の犯罪被害者等の現状と支援の必要性として、犯罪被害者等は、必要十分な支援を受

けられず、また、２次被害に苦しめられることがいまだに少なくなく、被害の実情や支援

についての社会的関心も高いとは言えない状況、二つ目が、誰もが犯罪被害者になる可能

性があり、犯罪被害者等の権利利益を保護、回復するため、取組を推進することが必要と

しております。 

 Ⅲの北海道犯罪被害者等支援基本計画の施策体系です。 

 こちらは基本計画の表があるのですけれども、これから説明します五つの重点課題を各

関係機関が連携するという体系図がございます。それから、全道的な関係機関と連携する

ということで、同じく関係機関の連携図が記載されております。 

 最後に、今回も推進状況を説明させていただきましたが、Ⅳの重点課題と施策です。 

 第１から第５まであります。 

 先ほども説明したとおり、第１が総合的推進体制の整備ということで、北海道被害者相

談室の機能向上と各種情報の道民等への周知、性暴力被害者支援センターＳＡＣＲＡＣＨ

の機能向上、スクールカウンセラーなどによる児童生徒の問題行動への対応、実践的なシ

ミュレーション訓練の実施等を通じた被害者支援の対応力の向上です。 

 第２が損害回復・経済的支援等への取組ということで、犯罪被害者等の保護・支援のた
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めの制度の周知、カウンセリング費用の負担軽減、セーフティーネット住宅の供給促進な

どによる犯罪被害者の住宅確保支援です。 

 第３が精神的・身体的被害の回復・防止への取組ということで、性暴力被害者支援セン

ターＳＡＣＲＡＣＨの医療機関との連携による支援体制の整備、児童相談所の計画的な専

門職員の増員など児童相談体制の充実、子どもを被害者とした暴力的性犯罪の出所者の所

在確認などの対策、ＤＶ対応機関と児童相談所等の児童虐待への対応に関する連携の強化

です。 

 次のページですが、第４が刑事手続への関与拡充への取組ということで、被害の届出の

迅速・確実な受理、警察への届出をちゅうちょする性犯罪被害者への配慮、犯罪被害者に

対する刑事手続等に関する情報提供の充実です。 

 最後の第５が道民及び事業者の理解増進等ということで、北海道犯罪被害者を考える日

の１１月２５日等における重点的な普及啓発、犯罪被害者等の置かれた状況等について道

民や事業者の理解の増進を図るための啓発、学校における生命のかけがえのなさ等に関す

る教育の推進ということで、基本計画の概要をご説明しました。 

 この基本計画見直しの今後のスケジュール等について、国でも犯罪被害者等基本計画の

見直しを現在進めておりまして、国は来年３月に計画を策定する予定になっておりまして、

その骨子が９月に公表予定であることから、この内容を踏まえるほか、他都府県の状況な

ども踏まえながら、道の骨子などをこれからお示ししていければと考えております。 

 スケジュールについては、９月にその骨子をまとめていきますので、今後の懇談会のス

ケジュールにつきましては、まず、９月に１回、その後、１１月、１月の３回程度を予定

しておりますので、引き続きご協力をお願いします。 

 私からは以上です。 

○事務局（家山道民生活課長） ただいまご説明を申し上げましたとおり、今年度は、こ

の懇談会を複数回開催させていただきまして、この基本計画の検討に当たりまして、皆様

からのご意見をいただきながら進めてまいりたいと考えておりますので、どうかご協力の

ほどをよろしくお願いいたします。 

 今の関係で、ご質問などがございましたらお願いいたします。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田委員長） １ページの第４の基本方

針の１行目は条例でいいのですか。 

○事務局（斉藤主幹） そうですね。計画における基本方針は、条例の第３条の基本理念

に基づいて規定しているものですので、間違いないと思います。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田委員長） 基本法の第３条に基本理

念が書いてあるのですが、条例の第３条にもこういうことが書いてあるのですね。 

○事務局（家山道民生活課長） 条例にも基本理念が規定されておりまして、それが計画

の基本方針に反映されているものです。また、条例では基本的な計画を定めなければなら

ないと規定しております。 
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 それと、もう一つ、今、先生がおっしゃられたとおり、基本法でも、施策を総合的に策

定し、及び実施する責務を有するという条文がございますので、そちらも根拠にさせてい

ただいております。 

ほかにございませんか。 

○北海道警察本部警務部警務課犯罪被害者支援室（鎌田室長） スケジュールに関してで

すが、９月から３月に向けて、１１月、１月に懇談会があると言っていたのですけれども、

これは、案を途中で公表して道民の方の意見を得る機会はありますか。 

○事務局（斉藤主幹） １１月に道議会に報告した後、パブリックコメントを予定してお

ります。 

○北海道警察本部警務部警務課犯罪被害者支援室（鎌田室長） １２月議会にかけた後…

…。 

○事務局（髙木くらし安全局長） 正確にいうと、まず、素案を１１月の環境生活委員会

にご報告させていただきます。ご報告した段階でその内容が議会にも周知できますので、

それで議会議論があるのだろうと考えております。委員会での報告後に、パブリックコメ

ントを実施しまして、年が明けて２月の議会に、今度は素案ではなくて案として環境生活

委員会にご報告しまして、その段階でもまたご議論があればいただきますが、その上で、

最終的な決定は道庁側でいたしますので、議会で議決を得るということではないです。 

○事務局（家山道民生活課長） ほかに何かございましたらお願いいたします。 

（「なし」と発言する者あり） 

○事務局（家山道民生活課長） 続きまして、議事の（３）その他について、皆様から何

かお知らせしたい事項などがございましたらお願いしたいと思います。 

（「なし」と発言する者あり） 

○事務局（家山道民生活課長） それでは、事務局から何かあればお願いします。 

（「なし」と発言する者あり） 

○事務局（家山道民生活課長） 全体を通して、何かございましたらお願いしたいと思い

ますけれども、いかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○事務局（家山道民生活課長） ないようですので、本日の懇談会につきましては、これ

で終了させていただきたいと思います。 

 なお、本日の議事録につきましては、後ほど案をお送りさせていただきますので、内容

のご確認をお願いしたいと存じます。 

 

  ４．閉  会 

○事務局（家山道民生活課長） それでは、以上をもちまして、令和７年度第１回北海道

犯罪被害者等支援施策推進懇談会を終了いたします。 

 本日は、お忙しいところをご出席いただきまして、ありがとうございました。 
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                                  以  上   


